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  私は大学において以下のことをしたいと考えています。     →序論 
 （ まず ／第１に）、資格を取得したいと考えています。          （具体例 ①） 
 （ 次に ／第２に）、語学研修に参加したいと考えています。   →本論  （具体例 ②） 
 （最後に／第３に）、ボランティア活動をしたいと考えています。      （具体例 ③） 
  私は４年間の大学生活を充実させたいと考えています。     →結論 















































   
  ①子どもの遊戯を１種類ずつ調査し「ワークシート」にまとめる。       （調査） 
  ②「ワークシート」を参考にしながら調査した内容について説明する。     （発表） 
  ③発表者は保育者役、ほかの学生は子ども役になり、実際に遊戯を体験する。（役割練習） 
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①「＊やる（37％）」「する（63％）」     ⑥「＊色々な（52％）」「様々な（48％）」 
②「＊一番（85％）」「最も（15％）」     ⑦「＊ですが（23％）」「しかし（51％）」 
③「＊友達（75％）」「友人（25％）」     ⑧「＊なので（79％）」「このため（０％）」 
④「＊小さい（53％）」「幼い（43％）」    ⑨「＊沢山の（65％）」「（数）多くの（35％）」 

















































































受理日 平成24年10月 1 日 
